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人のうごき（６月30日現在）

総人口

　9，690人　男 4,670人／女 5,020人

前月比

　　ー19人　　　　　男 　－５／女 －14

　○出生　　 １人	 　○死亡　　12人
　○転入　　18人	 　○転出　　26人

総世帯数

　４，393世帯　　前月比　＋２

町からの情報をお届けしています

町の情報を受け取れる防災アプ
リ「＠ InfoCanal（インフォカ
ナル」の登録をお忘れなく！

LINE

━━━━  表紙の写真 ━━━━

今月の表紙は、７月28日
（火）に発生した令和８年熊
本地震の影響で、崩落した土
砂でふさがれた県道三本松甲
佐線の宮内地区社会教育セン
ター手前付近。災害の影響で
本号も発行日を後ろ倒しにし
て発行しました。災害にかか
る支援情報なども掲載してい
ますので、ぜひご確認くださ
い。
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甲佐からはじまる「くまもと新時代」

　県営藤崎台球場（熊本市）の老朽化を課題とする県が、新たな移転先を提案方式で募集した
ことを受け、本町がその候補地として田口台地に誘致したい旨の企画提案書を、７月24日

（金）に県へ提出しました。県が示す「駅近」「街中」という厳しい要件に対し、既存の駅と道
路網を融合させる「甲佐町」だからこそ実現可能な、周辺交通と調和した地域活性化の新たな
拠点のあり方を強く提案しています。

県営野球場整備移転先提案募集
甲佐町県営野球場誘致プロジェクト

広大な敷地を活用して、熊本をけん引する「未来」
をつくるまちづくりを実現

田口台地誘致への３つの優位性

九州の中央に位置し熊本市中心部からも11㌔圏内
九州自動車道がありアクセス環境が良好

各区長や町商工会、JA かみましきなどをはじめ、
周辺自治体から賛同を得るなどの強固な連携体制

　町では、県の示す球場の移転再整備の条
件をもとに、町職員や企業などの有識者で
構成するプロジェクト会議を設置し、野球
場や周辺地域などの整備を検討してきまし
た。
　球場誘致が実現することにより、交流人
口拡大など町全体の地域活性化はもとより、
県政の重要な課題である県央・県南地域の
地域振興にも寄与することが期待されます。

球場誘致に向けての主な取り組み

楽天トータルソリューションズ㈱と「県営野球場の誘致等に関する連携協定」を締結

周辺６市町の賛同による強硬な連携体制を確立 ～宇土市、美里町、御船町、嘉島町、益城町、山都町～

　７月23日（木）、楽天トータルソリューションズ㈱と誘致に関
する連携協定締結式を開催しました。
　同社は、東北楽天ゴールデンイーグルスを運営する㈱楽天野球
団と同じく楽天グループに所属する企業で、同社のスポーツ事業
のノウハウを活用しつつ、台湾のプロ野球チームとのスポーツ交
流などにも期待が広がります。式典で、甲斐町長は「強力なタッ
グを組めることは、本町の未来を切り開く大きな希望」と話し、
同社の染川芳宏社長が「甲佐町をはじめ熊本県、九州全体の元気
につながる球場づくりに共に取り組みたい」とあいさつしました。

　７月17日（金）、甲佐町生涯学習センターで「甲佐町への
熊本県営新野球場誘致を契機とした地域活性化に関する賛
同書署名式」が開催されました。
　本町のみならず周辺自治体、県全域における地域経済の
活性化や地域振興に大きな波及効果が及ぶことが期待され
ることを踏まえ、本町から各市町に協力を依頼。宇土市、
美里町、御船町、嘉島町、益城町、山都町の１市５町が賛
同書に署名しました。

※イラストはイメージ図です。
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令和８年熊本地震（７月28日発生）関連

　８月３日（月）発行の『広報こうさ』号外第１報でもお知らせしていますが、町では、支援制
度の情報をいち早く被災者の皆さんに伝え、１日でも早い被災者の皆さんの生活再建を目
指して、国や県、関係機関などと協力して力強い支援を続けていきます。
　最新の情報については、防災アプリ「infoCanal」や町公式ウェブサイトで発信しています。

り災証明書の申請

　「り災証明書」は、災害により居住する家屋等に
被害 ( 全壊、大規模半壊、中規模半壊、半壊、準半
壊、一部損壊 ) を受けたことを、町が証明するもの
です。この「り災証明書」は、住宅の応急修理など
の各種被災者支援策を受ける際に必要となります。

住宅の応急修理

　災害のため住家被害を受けた世帯に対し、日常生
活に必要不可欠な最小限度の部分について、業者に
依頼して応急的な修理を行い、元の住家に引き続き
住めるようにするものです。

【重要】被災者の皆様へ
　「災害救助法」などの災害関係の支援を受けるためには、「り災証明書」（または「被災証明書」）
が必要です。
　また、被災した住家、店舗、工場、事務所などを片付けてしまう前に必ず写真で被災状況を残
しておくことが重要です。

災害にかかる各種支援制度について

☎096-234-1183
町建設課

▲町公式ウェブサイト

▲町公式ウェブサイト

☎096-234-1112
町税務課

お問い合わせ先

お問い合わせ先

住家の被害に伴う住まい再建の意向調査

　災害により著しい被害を受けた方で、住まいの再
建方法および町の公営住宅等への入居希望について
お尋ねする「住家の意向調査」を８月３日行政区配
布により配布しています。
　被害を受けた住家における生活が困難な方、修繕
などのために仮住まいが必要な方は調査票にご記入
いただきご提出をお願いします。

▲町公式ウェブサイト

☎096-234-1113
町住民生活課
お問い合わせ先

修理業者に代金を支払ってしまうと
この制度は利用できません。
必ず事前に建設課にご相談ください

調査票提出期限　８月28日（金）
※提出期限を過ぎても、随時受け付けます。
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賃貸型応急住宅（みなし仮設住宅）
　災害により住家に甚大な被害を受けられた方のう
ち、自らの資力では住宅を確保することができない
方に対し、応急仮設住宅として民間賃貸住宅（ア
パート等）を借り上げて提供し、一時的な居住の安
定を図ります。 ☎096-234-1114

町福祉課
お問い合わせ先

▲町公式ウェブサイト

被災した浄化槽の入れ替え

　災害により被災した浄化槽や便槽を、新しい合併
処理浄化槽に転換または入れ替えを行う場合、補助
金を交付します。

☎096-234-1169

町環境衛生課
お問い合わせ先

▲町公式ウェブサイト

町内中小企業・小規模事業者向け特別相談窓口の開設
　災害により影響を受けた中小企業・小規模事業者
の皆様を対象に、甲佐町商工会では「特別相談窓
口」を開設しています。
　事業の継続や資金繰りに関するご相談の他、経営
上の不安や今後の対応に関する悩みなど、気軽にご
相談ください。

☎096-234-0272

町商工会

▲町公式ウェブサイト

お問い合わせ先

（町水道管理センター内）

（甲佐町豊内719番地2）

「保険証」等がなくても医療機関を受診できます

　「マイナ保険証」や「資格確認書」、「公費負担
手帳」等を紛失あるいは自宅に残したまま避難さ
れている方も、医療機関等で、各制度の対象者で
あることを申し出て、氏名、生年月日、連絡先、
住所等を申し立てることにより、受診できます。
　また、公費負担医療について、緊急の場合は、
指定医療機関以外の医療機関でも受診できます。 ▲町公式ウェブサイト

☎096-234-1114
町住民生活課
お問い合わせ先

 相談受付は町商工会で行います。

浄化槽工事を施行する事業者を通じ
て書類を提出していただきます。ま
ずは、環境衛生課にご相談ください。

入居を希望する方は、
まずは福祉課にご相談ください。

令和８年熊本地震関連各種支援制度について

☎096-234-1154
町地域振興課
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各種相談について

　町民の生活における不安や心配ごとの解消・解
決を目的として、法律・人権・行政・心配ごと相
談を実施しています。
▶開催日時
　原則第１月曜日の午前９時～正午
▶会場
　町民センター（甲佐町大字糸田９番地１）

法律・人権・行政・心配ごと相談

　災害に便乗した悪質商法や住宅修理工事等事業
者とのトラブルや不審な電話・訪問などに関する
相談を受け付けます。
①上益城５町消費生活相談室
▶開催日時
　月～金曜日 ( 祝日・年末年始を除く )
▶会場
　月曜日　益城町役場　☎096-286-3210
　火曜日　御船町役場　☎096-282-1226

　水曜日　嘉島町役場　☎096-237-1112
　木曜日　町老人いこいの家　☎096-234-3223
　金曜日　山都町役場　☎0967-72-3133
②消費者ホットライン
▶電話番号　☎188
▶受付時間
　平日　午前９時～午後５時
　土・日・祝日　午前10時～午後４時

消費生活相談

　災害後に現れるさまざまな心の不調などのご相談に
応じます。
▶こころの健康相談電話
　☎096-386-1166（月～金　午前９時～午後４時）
▶熊本いのちの電話
　☎096-353-4343（年中無休、24時間）
▶♯いのちのＳＯＳ
　☎0120-061-338（年中無休、24時間）

こころの健康相談

☎096-234-1114町福祉課

お問い合わせ先

防災アプリ（InfoCanal）の登録のお願い

　この度の災害により、町ではさまざま
な情報を配信しています。
　防災アプリ（InfoCanal）は、いつで
もどこでも町からの情報を確認できます。
登録をされていない方は登録をお願いし
ます。

☎096-234-1167
町危機管理防災課

お問い合わせ先

※�上記の「こころの健康相談」には、掲
載した窓口のほかにも相談先がありま
す。詳細は、町公式ウェブサイトでご
確認ください。

◀町公式ウェブサイト

▲Android 版
　ダウンロード

▲ iPhone 版
　ダウンロード

令和８年熊本地震関連各種支援制度について
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こうさ の 話題

▲メッセージ伝達に本町を訪れた上益城地区保護司会の皆さん

　７月７日（火）「第76回社会を明るくする運動」の
メッセージ伝達式が行われました。
　同運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更
生について理解を深め、明るい社会を築くことを目的と
して全国で展開。７月の運動強調月間に当たり、上益城
地区保護司会が三輪副町長に内閣総理大臣および県知事
のメッセージを伝達しました。

犯罪のない社会を目指して
第76回社会を明るくする運動

企業の連携で広がる未来
令和８年度進出企業協議会総会が開催

▲持続可能な成長を目指す「ESG経営」について学ぶ協議会会員

　６月25日（木）町生涯学習センターで、令和８年
度甲佐町進出企業協議会総会が開催されました。
　同協議会は、本町に進出した企業を中心に組織され、
会員相互の発展のため情報交換や研修などを通じて交
流と親睦を図っており、現在会員は31社。この日は、
前年度の実績報告や本年度の事業計画などの審議が行
われ、総会後には、ESG経営に関する研修会も開催
されました。

町への寄附企業に感謝状
企業版ふるさと納税制度

　企業版ふるさと納税制度を活用し、本町へ寄附いた
だいた西邦電気工事㈱（熊本市中央区）と㈱三浜測量
設計社（熊本市東区）に町から感謝状が贈られました。
　同制度は、人口減少や地域経済の衰退に悩む地方創
生を後押しする目的で作られた制度。本町もこれまで
に数多くの企業から寄附をいただき、地方創生の取り
組みに活用させていただいています。
　今回、寄附をいただいた西邦電気工事㈱は、電気工
事、電気通信工事、給排水衛生工事などを行う総合設
備業を営む企業。７月21日（火）の贈呈式で、感謝
状を受け取った豊田一生代表取締役社長（写真上）は

「甲佐町に営業所もありますので、今回の寄附が少し
でも地域の皆さまのお役に立てば」と話しました。㈱
三浜測量設計社は、公共施設の設計・点検、公共事業
における測量等を主に行う企業。７月22日（水）の
贈呈式で感謝状を受け取った志水なるみ代表取締役副
社長（写真下）が「社員一丸となり甲佐町のために尽
力したい」と話しました。

▲感謝状を受け取った豊田一生代表取締役社長（写真中央左）

▲感謝状を受け取った志水なるみ代表取締役副社長（写真中央）
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こうさの旬な情報を発信！

町への寄附企業に感謝状
企業版ふるさと納税制度

　企業版ふるさと納税制度を活用し、本町へ寄附いた
だいた㈱建設プロジェクトセンター（熊本市北区）と
㈱十八測量設計（熊本市中央区）に町から感謝状が贈
られました。
　同制度は、人口減少や地域経済の衰退に悩む地方創
生を後押しする目的で作られた制度。本町もこれまで
に数多くの企業から寄附をいただき、地方創生の取り
組みに活用させていただいています。
　今回、寄附をいただいた㈱建設プロジェクトセン
ターは、建設や文化的景観等の土木技術コンサルタン
ト業を主に営む企業。６月29日（月）の贈呈式で、
感謝状を受け取った中村秀樹会長（写真上）は「陣ノ
内城跡ややな場などの史跡が残る甲佐町を引き続き応
援したい」と話しました。㈱十八測量設計は、主に道
路、河川などの測量、調査設計を行う企業。７月15
日（水）の贈呈式で、感謝状を受け取った冨永勝也代
表取締役（写真下）は「甲佐町の発展のために使って
いただき、がんばっていただきたい」と話しました。

▲甲斐町長から感謝状を受け取った中村秀樹会長（写真左）

▲甲斐町長から感謝状を受け取った冨永勝也代表取締役（写真左）

中学生へ学びの場を提供
甲佐町未来塾が開塾

▲甲佐町未来塾で英語の学習に励む甲佐中生徒たち

　７月21日（火）甲佐中学校で「甲佐町未来塾」が
開塾されました。同塾は、町教育委員会が同中（松﨑
秀誓校長）の生徒の学力および地域の教育力の向上を
図ることを目的に開催。受講を希望した１～３年生の
約70人の生徒たちは、夏休み期間を利用し町内の学
校支援員や地域おこし協力隊などの講師の指導のもと、
全14回の日程で英語と数学の勉強に取り組みます。

▲金賞の賞状を受け取った㈱大福物流の岡本光由主幹（中央）

７月28日（火）御船警察署で優秀安全運転事業所表彰
が行われ、本町に事業所を置く㈱大福物流甲佐営業所が
金賞を受賞しました。同表彰は、運転記録証明書を活用
し、安全運転・交通事故防止に努め、無事故・無違反の
成果を挙げた事業所をその達成度に応じて表彰。賞状を
受け取った同社の岡本光由主幹は「これからも確認作業
をきっちり行い、安全運転を心掛けたい」と話しました。

安全運転を心がけて金賞
御船署管内優秀安全運転事業所表彰
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Health
白石　恵介 さん

（主任介護支援専門員）健康だより
認知症のことで困ったら、まずはご相談ください

今月の紹介者

● 「認知症についての相談会」と「家族のつどい」
　町では、毎月第３水曜日に「認知症に関する相談」を
無料で開催しています。奇数月には「認知症についての
相談会と家族のつどい」も開催しています。
　相談は本人自身やご家族など、どなたでもできます。
「認知症なのかどうなのか気になっている」、「どこの病
院に相談したら良いのかわからない」などの悩みや疑問
を相談してみませんか ?
　認知症疾患医療センター（※）の専門職の方に相談出
来る良い機会です。予約制になりますので、希望する方
は町福祉課にご連絡ください。
※�認知症の専門医や相談員を配置しており、「認知症専
門医療機関の紹介」「医療機関の受診前の医療相談」
「認知症の原因疾患を特定する鑑別診断および診断に
基づいた治療や初期対応」等を行っています。

▶ 「認知症についての相談会」の内容
　認知症疾患医療センターの相談員と町福祉課地域包括
支援係の専門職が、相談者の方の悩みに助言や提案を行
います。家族のつどいでは、認知症疾患を持つ家族同士
が体験談や悩みについて話し合います。
　「家族のつどい」は家族のつどいを希望された家族が
２組以上の場合に開催されます。

▶開催日時
　毎月第３水曜日の午後１時30分から午後３時
※�奇数月の第３水曜日は「認知症についての相談会」と
併せて「家族のつどい」を開催します。

※�相談には事前予約が必要です。相談を希望される方は
町福祉課までご連絡ください。

▶会場・場所
　町役場小会議室（受け付けは町福祉課で行います）
▶参加対象者
　認知症に関してお悩みの方、家族、支援者
●認知症のことで困ったら「認知症コールセンター」へ
　県が設置する「県認知症コールセンター」は、介護の
専門職や家族介護の経験者が相談をお受けしていますの
で、認知症のことで困ったら、どんな小さいことでも、
悩まず気軽にご相談ください。
▶県認知症（若年性認知症）コールセンター
　☎096-355-1755
　受付時間　午前９時～午後６時
※毎週水曜日と年末年始は定休日
●お問い合わせ先
　町地域包括支援センター（町福祉課内）
　☎096-234-1114

　今回の地震により不安な状況が続く
中、避難生活や車中泊を余儀なくされ
ている皆さまに、心よりお見舞い申し
上げます。
　慣れない環境では、普段より体を動

かす機会が減り
がちです。短時
間でもこまめに
体を動かすこと
で、健康リスク
を大きく減らす
ことができます。
無理のない範囲

で、できる運動から取り入れてみてく
ださい。
▶足首まわし（血流改善）
　片足を軽く浮かせ、足首をゆっくり
10回まわす
※むくみ予防・冷え対策に効果的。
▶かかと上げ（ふくらはぎのポンプ運動）
　かかとをゆっくり上げ下げする
※�血流を促し、エコノミー症候群予防
になります。

▶その場で足踏み
　その場でゆっくり足踏みを30〜60
秒

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
避難環境での体調管理に役立つやさしい運動のご紹介

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲こまめな運動で健康リスクを減らしましょう
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月　日 当番医 電話番号

８月16日 谷 田 病 院 096-234-1248

８月23日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどでご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

３日（月） 　身体測定（身長・体重）
５日（水） 　夏祭りごっこ
７日（金） 　水遊び
10日（月） 　おもちゃ作り
12日（水） 　水遊び
17日（月） 　ベビーマッサージ
19日（水） 　おやつ作り（要予約）※
21日（金） 　水遊び
24日（月） 　製作
26日（水） 　スタンプ遊び
28日（金） 　水遊び
31日（月） 　砂場遊び

 ※要予約の活動は、１週間前までに予約をお願いします。
 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

　 ４か月児健診

　　８月27日（木）　午前10時

　　９月17日（木）　午前10時

　 ７か月児健診

　　８月27日（木）　午前9時30分

　　９月17日（木）　午前9時30分

　 11か月児健診

　８月27日（木）　午前９時

　９月17日（木）　午前９時

　 １歳６か月児健診

　９月８日（火）　午後１時

　 ３歳児健診

　９月８日（火）　午後１時10分

８月・９月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　８月の子育て支援カレンダー ● ８月の町内休日当番医

● ８月の町内休日当番薬局
月　日 当番薬局 電話番号

８月16日 コ ー セ イ 薬 局 096-234-1491

８月23日 甲 佐 薬 局 096-234-3876

※健診などの日時は変更となる場合
があります。対象の方に個別にお送
りする通知を必ずご確認ください。

　郡内の当番医については、15㌻のイベントカレンダー
をご覧になるか、熊本日日新聞の当番医一覧や上益城郡
医師会ホームページ、町公式ウェブサイトなどでご確認
ください。

▶休日当番医が広域化されました

●上益城郡医師会ホームページ

渡邉 叶
と あ

翔 ちゃん（４か月）
　父　誠さん　
　母　利奈さん　（山出区）

にぃにぃ早く遊ぼうね〜☆
町の皆さま宜しくです♡

渡邉 春
は る と

翔 ちゃん（４歳）
　父　誠さん　
　母　利奈さん　（山出区）

可愛い弟が出来ました☆
弟よ !! しっかり僕について来い♡
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「なにかいいことあったかい？」おじい
ちゃんからそうたずねられたダニエル
は、いいことをさがしに公園をめぐり…。
油絵やコラージュを使った色彩豊かな絵
本。第 72回青少年読書感想文全国コン
クール小学生低学年の課題図書です。

神宮寺藩江戸藩邸で、面倒事を整える差
配役を務めている里村五郎兵衛。さまざ
まな騒動が持ち込まれるなか、家族が巻
き込まれた収賄事件の真相が明らかに
…。差配役シリーズ第二弾。淡々と描か
れる情景が味わい深い一冊です。

小学生で農家に弟子入りし、米作りを始
めたゆうちゃん。害虫や台風をのりこえ
目標の 300㌔を収穫できるのか？ゆう
ちゃんの挑戦と地域の人々との交流を描
く。第 72回青少年読書感想文全国コン
クール小学生中学年の課題図書です。

建設会社に勤める尾崎颯。同じプロジェ
クトの担当者として高校の同級生の久遠
愛と再会するが、思わぬことで計画は暗
転。揺れ始める心はやがて、20年前の
夏へと引き戻される…。「国宝」の著者、
待望の最新作。心揺さぶる一冊です。

スポーツは苦手なのに、人数合わせでミ
ニバスケチームに誘われた芽吹。チーム
に入ってすぐ自信喪失するが、車いすバ
スケで努力するルイの姿に勇気をもらい
…。第 72回青少年読書感想文全国コン
クール小学生高学年の課題図書です。

小説 児童書

ファイア・ドーム　上・下
辻村 深月 著／小学館

なにかいいことあった？
ミーシャ・アーチャー 作 石津 ちひろ 訳／ BL 出版

星月夜 藩邸差配役日日控
砂原 浩太朗 著／文藝春秋

タイム・アフター・タイム
　吉田 修一 著／幻冬舎

おいしいお米をつくりたい！
　　　　　　　谷本 雄治 著／汐文社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

25年前、平穏だったはずの地方都市は、
百貨店受付嬢誘拐殺人事件の発生、その
報道により揺り動かされ「噂」という大
量の炎が加害者のみならず被害者にも降
り注ぎ、燃え盛った…。物語に引き込ま
れ、上下巻一気読み必須の一冊です。

図
書
室

行
こ
う
へ

ポジション！
高田 由紀子 作 丹地 陽子 絵／岩崎書店

■�

新
し
い
本
に
出
会
え
る
か
も　
　
　

県
立
図
書
館
配
本
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
、
熊

本
県
立
図
書
館
の
「
配
本
協
力
図
書
」
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
一
般
書
１
０
０
冊
、

絵
本
１
０
０
冊
、
合
計
２
０
０
冊
を
借
り

受
け
、
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
1
セ
ッ
ト

50
冊
で
４
箱
分
の
図
書
は
年
に
２
回
入
れ

替
わ
る
の
で
、
箱
を
開
け
る
た
び
に
「
今

度
は
ど
ん
な
本
が
届
い
た
の
だ
ろ
う
」
と

職
員
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
配
架
作
業
を

し
て
い
ま
す
。
図
書
室
に
所
蔵
し
て
い
な

い
本
も
多
数
あ
っ
て
、
思
わ
ず
手
を
止
め

見
て
し
ま
う
こ
と
も
…
。
図
書
室
入
口
の

右
側
に
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
布
の
絵
本
の
ご
紹
介

　
町
図
書
室
内
に
あ
る
「
お
は
な
し
の
へ

や
」
に
は
、
手
づ
く
り
の
布
の
絵
本
が
63

冊
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
す
べ
て
、
手
芸
の

会
「
チ
ク
チ
ク
会
」
の
皆
さ
ん
が
ひ
と
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
縫
い
上
げ
ら
れ
た
、
素
晴

ら
し
い
作
品
で
す
。
平
成
26
年
4
月
か
ら

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
町
図
書
室
に
来
館
さ
れ
た
際
に
は
、
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲町図書室に置いていない新しい本に出
会えるかも。ぜひご利用ください。

◀
新
甲
佐
町
史
研
修
会
で
講
師
の
大
浪
さ

ん
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者
た
ち
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●�

心
の
中
の
「
当
た
り
前
」
に
と
ら
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
か

　
私
た
ち
は
今
、
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
も

が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
で
も
現
実
に
は
ま
だ
ま
だ
「
男

女
の
格
差
」
が
残
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
昔
か
ら
の
習
慣
や
習
わ
し
の
中

に
「
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
っ
た
考

え
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
考
え
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
つ
く
ら
れ

て
き
た
「
男
性
を
中
心
と
し
た
社
会
の
ル
ー

ル
」
が
強
く
影
響
し
て
き
た
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
男
女
は
平
等
で
あ
る
と

い
う
現
代
の
感
覚
で
見
る
と
、
少
し
無
理
が

あ
る
と
思
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

家
庭
の
中
で
も
、
似
た
よ
う
な
空
気
が

残
っ
て
い
ま
す
。
男
性
が
育
児
や
家
事
を
す

る
と
「
イ
ク
メ
ン
、
す
ご
い
ね
」
と
褒
め
ら

れ
る
の
に
、
女
性
が
同
じ
こ
と
を
し
て
も

「
や
っ
て
当
た
り
前
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

家
事
や
育
児
は
、
家
族
み
ん
な
が
快
適
に
暮

ら
す
た
め
の
大
切
な
役
割
で
す
。
ど
ち
ら
か

が
「
手
伝
い
」、
ど
ち
ら
か
が
「
義
務
」
と

決
め
つ
け
て
し
ま
う
の
は
、
少
し
窮
屈
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

●�

思
い
込
み
を
見
直
し
み
ん
な
が
幸
せ
に
過

ご
せ
る
未
来
を
目
指
そ
う

　
「
女
性
だ
か
ら
」「
男
性
だ
か
ら
」
と
い
う

だ
け
で
、
役
割
を
決
め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と

は
、
実
は
と
て
も
大
切
な
個
人
の
尊
厳
に
か

か
わ
る
問
題
で
す
。
私
た
ち
が
何
気
な
く
口

に
し
た
り
、
心
の
中
で
思
っ
た
り
し
て
い
る

「
当
た
り
前
」
を
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
見

つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
家
事
も
育
児
も
、
家
族
み
ん
な
の
共
通
の

役
割
で
す
。
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
お
互
い

を
尊
重
し
、
支
え
合
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な

る
こ
と
、
そ
し
て
お
互
い
に
感
謝
を
伝
え
合

う
こ
と
。
そ
れ
が
、
誰
も
が
笑
顔
で
い
ら
れ

る
社
会
へ
の
第
一
歩
で
す
。
古
い
思
い
込
み

を
少
し
ず
つ
手
放
し
て
、
も
っ
と
心
地
よ
い

明
日
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

女
性
の
人
権

～
「
当
た
り
前
」
を
ち
ょ
っ
と
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

　７月25日（土）、町生涯学習センター・ホールで「第
30回新甲佐町史歴史研修会」が開催されました。
　同研修会は、平成25年刊行の『新甲佐町史』を用い
て、本町の今と昔を考え、成り立ちを追うことを目的
に町教育委員会が主催するもの。今回は、宇土市教育
委員会の大浪和弥さんを講師にお迎えして「豊臣秀吉
と二人の家臣〜小西行長と加藤清正〜」と題した講演
会に、町内外から約70人が参加しました。
　研修会では、講師の大浪さんがこれまで調査研究さ
れてきた多くの古文書（戦国時代から江戸時代の加藤
清正文書など）から明らかになった、豊臣秀吉と小西
行長、加藤清正の実像についてお話しいただきました。
　中でも、勇猛果敢（ゆうもうかかん）なイメージの
強い加藤清正ですが、肥後入国以前は槍働き（やりば
たらき）よりも陸上輸送といった兵站（へいたん）任
務を多くこなしており、小西行長とともに秀吉の戦に
おいて兵站を担う将校として活躍していたとのこと。

また、秀吉・行長・清正の花押（かおう）から読み解
く３人の性格の考察など、私たちが抱いていた武将像
が覆るような最新の研究成果が語られました。
　参加者からは「小西行長と加藤清正の比較がおもし
ろかった」「小西行長について、これまで以上に理解が
深まった」「戦国時代がますます楽しくなった」などの
感想が寄せられ、多くの方が熊本に縁（ゆかり）のあ
る武将への理解を深める有意義な時間となりました。

豊臣秀吉と二人の家臣の実像に迫る～新甲佐町史研修会～文化財探訪 第134回

◀
新
甲
佐
町
史
研
修
会
で
講
師
の
大
浪
さ

ん
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者
た
ち

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線327）
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～
心
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に
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め
に
～



■
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
講
座
を
開
催

　

町
起
業
等
応
援
施
設
「
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｋ
Ａ

Ｓ
（
メ
ブ
カ
ス
）」
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
人

材
育
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
働
き
方
の
多
様
化
が
進
む
中
、「
在
宅

ワ
ー
ク
を
始
め
た
い
」「
ス
キ
ル
を
磨
い

て
効
率
的
に
働
き
た
い
」
と
い
う
方
を

応
援
す
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
Ａ
Ｉ

な
ど
を
活
用
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

受
講
も
可
能
で
す
の
で
、
自
宅
な
ど
で

も
受
講
可
。
参
加
料
も
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
講
座
お
よ
び
開
催
日

①
テ
レ
ワ
ー
ク
実
践
講
座
（
全
４
回
）

　

９
月
３
日
（
木
）、
10
日
（
木
）、
17

日
（
木
）、
24
日
（
木
）

②
キ
ャ
ン
バ
講
座
（
全
４
回
）

　

10
月
１
日
（
木
）、
８
日
（
木
）、
15

日
（
木
）、
22
日
（
木
）

③
甲
佐
Ａ
Ｉ
カ
レ
ッ
ジ
（
全
12
回
）

　

９
月
８
日
（
火
）、
15
日
（
火
）、
29

日
（
火
）、
10
月
６
日
（
火
）、
13
日

（
火
）、
20
日
（
火
）、
27
日
（
火
）、
11

月
４
日
（
水
）、
10
日
（
火
）、
17
日

（
火
）、
24
日
（
火
）、
12
月
１
日
（
火
）

▼
会
場

　
町
起
業
等
応
援
施
設「
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｋ
Ａ
Ｓ
」

▼
対
象

　
町
内
在
住
の
方

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
起
業
等
応
援
施
設「
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｋ
Ａ
Ｓ
」

　
☎
０
９
６
９
‐
２
４
‐
８
７
７
５

メ
ブ
カ
ス
で
自
分
ら
し
い
働
き
方
を
見
つ
け
る

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

６
月
30
日
（
火
）
と
７
月
７
日
（
火
）、

「
水
産
業
魅
力
発
信
出
前
授
業
」
が
本
校
で

開
催
さ
れ
、
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
を
選
択
し

て
い
る
３
年
生
７
名
が
講
座
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
出
前
授
業
は
、
県
内
の
水
産
業
へ

の
理
解
を
深
め
、
水
産
資
源
を
守
り
育
て

る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
県
水
産
振
興
課
が

主
催
す
る
も
の
で
す
。

　

１
日
目
は
、
県
水
産
振
興
課
の
職
員
か

ら
熊
本
県
の
水
産
業
や
ノ
リ
養
殖
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
現
役
の
漁
業
者

か
ら
仕
事
の
内
容
や
ノ
リ
づ
く
り
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
実
際
に
養
殖
で

使
わ
れ
て
い
る
網
や
ノ
リ
の
タ
ネ
な
ど
を

見
せ
て
い
た
だ
き
、
水
産
業
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
旬
の
県
産
魚
イ
サ
キ
を
使

っ
た
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
よ
る
魚
の
さ
ば
き
方
の
実
演
を

見
学
し
た
後
、
生
徒
た
ち
も
実
際
に
イ
サ

キ
を
さ
ば
い
て
刺
身
と
煮
付
け
作
り
に
挑

戦
。
ま
た
、
イ
カ
飯
や
シ
ャ
コ
の
塩
ゆ
で

も
同
時
に
調
理
し
て
い
た
だ
き
、
昼
休
み

に
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
義
や
調
理
実
習
を
通
し
て
、
熊
本
県

の
水
産
業
や
県
産
水
産
物
の
魅
力
に
触
れ

る
、
貴
重
な
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

く
ま
も
と
の
水
産
業
の
魅
力
を
学
ぶ

水
産
業
魅
力
発
信
出
前
講
座
を
開
催

▲県内の水産業について学ぶ生徒たち（上）、講
師による魚のさばきを見学する生徒たち（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol.41

Town Development
甲佐のまちづくり

  県立甲佐高校（甲佐町横田 327）　☎ 096-234-0041
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　　※ イベント等はやむを得ず中止・延期になる場合があります。
　　※ 休日当番医は変更になる場合がありますので、最新情報は上益城郡医師会ホームページなどでご確認ください。

R8.8 イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
7/26 7/27 7/28

 

7/29 7/30 7/31 １

２
　  休日当番医
・おがた整形外科
　（益城町）
 ☎096-289-3301
・大久保耳鼻咽喉科
　医院（御船町）
 ☎096-282-3900
・かずゆき目のクリニック
　（嘉島町）
 ☎096-235-7777

３
 行政区配達 
 （町総務課）

 法律・人権・行政
・心配ごと相談 
 （町福祉課）

４ ５
 

６
 消費生活相談
 （町福祉課）

７ ８
 

９
　  休日当番医
・ましきクリニック
　（益城町）
 ☎096-287-8733
・からしま小児科
　（嘉島町）
 ☎096-235-6333
・瀬戸病院（山都町）
 ☎0967-75-0111

10 11
 

12 13
 消費生活相談
 （町福祉課）

14
 

15
 

16
　  休日当番医
・山地外科胃腸科医院
　（嘉島町）
 ☎096-237-0003
・田上皮ふ科クリニック
　（御船町）
 ☎096-281-1112
・谷田病院
 ☎096-234-1248

17
 行政区配達 
 （町総務課）

18 19
 認知症について
の相談会
 （町福祉課）

 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

20
 消費生活相談
 （町福祉課）

 後期高齢者健診・
がん検診

（～24日（月））
 （町健康推進課）

21
 

22
 

23
　  休日当番医
・かいがクリニック
　（益城町）
 ☎096-286-2023
・のぐち皮ふ科
　（嘉島町）
 ☎096-237-4112
・甲佐眼科クリニック
 ☎096-235-5600

24 25
 

26 27
 消費生活相談
 （町福祉課）

 ４か月・７か月・
 11か月児健診
 （町健康推進課）

28
 口座振替日
 （町税務課）

29
 

30
　  休日当番医
・益城整形外科医院
　（益城町）
 ☎096-286-1818
・たかぞえ内科循環器
内科クリニック（御船町）
 ☎096-282-0070
・矢部広域病院
　（山都町）
 ☎0967-72-1121

31
 納期限
 夜間窓口
 （町税務課）

9/1

 行政区配達 
 （町総務課）

9/2 9/3

 消費生活相談
 （町福祉課）

9/4

 

9/5
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▼
70
～
74
歳
未
満
の
方

　
70
～
74
歳
ま
で
の
方
が
国
民
健
康
保
険
で

診
療
を
受
け
、
同
月
内
の
個
人
の
外
来
の
医

療
費
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

超
え
た
分
に
つ
い
て
高
額
療
養
費
の
請
求
が

で
き
ま
す
。

※
年
間
上
限
は
、
８
月
～
翌
７
月
の
累
計
額

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
高
額
療
養
費
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書

（
支
給
対
象
者
に
は
町
か
ら
申
請
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
）

・
医
療
機
関
な
ど
で
発
行
さ
れ
た
医
療
費
の

領
収
証
、
支
払
証
明
書
の
原
本
な
ど

・
世
帯
主
名
義
の
預
金
口
座
番
号
な
ど
が
分

か
る
も
の
（
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）

・
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
）

●
医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
と
き
は

　
医
療
費
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
事
前
に
分

か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
町
が

発
行
す
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
や
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証

（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
を
利
用
す
れ
ば
、
事
前

に
「
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
な
く
て
も
、

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度

額
ま
で
に
な
り
ま
す
。
更
新
手
続
き
も
不
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

町からのお知らせ

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

自
己
負
担
限
度
額
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

■
高
額
療
養
費
制
度
と
は

　
高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
国
民
健
康
保
険

で
診
療
を
受
け
、
１
か
月
間
に
支
払
っ
た
※

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
、
申
請
に
よ

り
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
。

※�

医
療
費
（
一
部
負
担
金
）
は
、
保
険
診
療

分
が
対
象
と
な
り
、
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ

ド
代
や
食
事
代
な
ど
保
険
適
用
外
の
診
療

な
ど
は
高
額
療
養
費
の
対
象
外

●
自
己
負
担
限
度
額
と
は

　
自
己
負
担
限
度
額
は
、
毎
年
８
月
１
日
現

在
で
前
年
の
所
得
に
よ
り
判
定
を
行
い
ま
す
。

同
じ
世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
や
世
帯
主
の

年
齢
お
よ
び
所
得
状
況
な
ど
に
よ
り
、
70
歳

未
満
の
方
と
70
～
74
歳
の
方
と
そ
れ
ぞ
れ
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
高
額
療
養
費
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
医
療
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
高
額
療
養
費

の
自
己
負
担
限
度
額
（
限
度
額
）
が
今
月
か

ら
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
将
来
に
わ
た
り
医
療
保
険
制
度
を
維
持
す

る
た
め
、
現
役
世
帯
の
保
険
料
負
担
の
上
昇

を
抑
制
し
つ
つ
、
医
療
費
の
伸
び
や
所
得
に

応
じ
た
負
担
と
す
る
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

▼
今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
月
額
上
限
が
引
き
上
げ
②
多
数
回
該
当
の

限
度
額
据
え
置
き
③
年
間
上
限
の
新
設

●
今
月
か
ら
の
自
己
負
担
限
度
額

▼
70
歳
未
満
の
方

　
１
か
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
次
の
表
の

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た

分
に
つ
い
て
、
申
請
に
よ
り
払
い
戻
し
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
▼

「
令
和
８
年
８
月
に
高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
」

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
見
直
し
に
つ
い
て

所得
区分

基準総所得額 自己負担限度額（月額） 年間上限額

ア 901万円超 270,300円 +（医療費－901,000円）×１㌫
※多数回該当の場合、140,100円 168万円

イ 600万円超～
901万円以下

179,100円 +（医療費－597,000円）×１㌫
※93,000円 111万円

ウ 210万円超～
600万円以下

85,800円 +（医療費－286,000円）×１㌫
※44,400円

53万円
エ 210万円以下 61,500円

※44,400円

オ 住民税
非課税世帯

36,900円
※24,600円 29万円

負担区分
自己負担限度額（月額）

①外来（個人単位） ②外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者３
（課税所得690万円以上）

270,300円 +（総医療費 -901,000円）×１㌫
※多数回該当の場合、140,100円

（年間上限　168万円）
現役並み所得者２

（課税所得380万円以上）
179,100円 +（総医療費 -597,000円）×１㌫

※93,000円（年間上限　111万円）
現役並み所得者１

（課税所得145万円以上）
85,800円＋（総医療費 -286,000円）×１㌫

※44,400円（年間上限　53万円）

一般 22,000円
（年間上限　216,000円）

61,500円
※44,400円

低所得者２ 11,000円
（年間上限　96,000円）

25,700円
※24,600円（年間上限　29万円）

低所得者１
8,000円 15,700円

（年間上限　18万円）

70歳未満の方の自己負担限度額（月額）および年間上限額

70～74歳の方の自己負担限度額（月額）および年間上限額
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■
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
高
額
療
養
費
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
今
月
か
ら
次

表
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
現
役
世
代
の
負
担
を
抑
え
つ
つ
、

誰
も
が
必
要
な
医
療
を
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、

負
担
能
力
に
応
じ
た
上
限
額
を
新
た
に
見
直

す
も
の
で
す
。

●
主
な
変
更
点

①
月
ご
と
の
自
己
負
担
限
度
額
の
引
き
上
げ

　
負
担
区
分
は
現
行
の
ま
ま
、
各
区
分
の
自

己
負
担
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

②
世
帯
単
位
の
年
間
上
限
額
を
新
設

　
１
か
月
の
負
担
増
を
考
慮
し
、
長
期
に
わ

た
り
高
額
な
治
療
を
継
続
さ
れ
る
方
の
負
担

を
抑
え
る
た
め
、
世
帯
単
位
で
の
年
間
支
払

い
総
額
に
対
す
る
上
限
額
が
新
た
に
設
定
さ

れ
ま
す
。

●
医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
と
き
は

　
負
担
区
分
（
限
度
区
分
）
が
低
所
得
者
Ⅰ
、

Ⅱ
の
方
お
よ
び
現
役
並
み
所
得
者
Ⅰ
、
Ⅱ
の

方
で
「
限
度
区
分
が
併
記
さ
れ
た
資
格
確
認

書
」
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
外
来
お
よ
び

入
院
で
受
診
さ
れ
る
際
に
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
必
要
な
場
合
は
町
住
民
生
活
課
で
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
と
申
請
が
な

く
て
も
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
と

な
り
ま
す
（
長
期
入
院
さ
れ
て
い
る
場
合
の

申
請
は
必
要
で
す
）。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

I n f o r m a t i o n

負担
割合

負担区分
自己負担限度額（月額）

年間上限額
①外来（個人ごと） ②外来＋入院（世帯）

３割

現役並み所得者Ⅲ 270,300円 +（総医療費 -901,000円）×１㌫
※過去12か月で４回目以降　140,100円 168万円

現役並み所得者Ⅱ 179,100円 +（総医療費 -597,000円）×１㌫
※93,000円 111万円

現役並み所得者Ⅰ 85,800円＋（総医療費 -286,000円）×１㌫
※44,400円

53万円
２割 一般Ⅱ 22,000円

【年間上限 216,000円】
61,500円

※44,400円

１割

一般Ⅰ

低所得者Ⅱ 11,000円
【年間上限 96,000円】

25,700円
※24,600円 29万円

低所得者Ⅰ 8,000円 15,700円 18万円

国
民
年
金
付
加
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て

受
給
年
金
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

■�
国
民
年
金
付
加
年
金
保
険
で
将
来
の
受

給
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

　
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
と
は
、
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
加
入
者
）

お
よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の

人
を
除
く
）
が
、
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険

料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
受
け
取

る
年
金
額
を
増
や
す
制
度
で
す
。

●
定
額
保
険
料
（
令
和
８
年
度
）

　
１
万
７
９
２
０
円
／
月

●
付
加
保
険
料

　
４
０
０
円
／
月

※�

前
納
す
る
場
合
、
前
納
す
る
期
間
に
よ
っ

て
割
引
を
受
け
れ
ら
ま
す
。

　
■�

付
加
年
金
額
に
つ
い
て

　

付
加
年
金
額
は
、「
２
０
０
円
×
付
加
保

険
料
納
付
月
数
」
で
計
算
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、

付
加
保
険
料
月
額
４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て

納
め
た
場
合
、
40
年
間
で
総
額
19
万
２
千
円

を
余
分
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
年

金
受
給
時
に
年
額
９
万
６
千
円
が
加
算
さ
れ

る
の
で
、
２
年
間
で
上
乗
せ
分
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�

付
加
保
険
料
を
納
め
る
際
の
注
意
事
項

　
納
め
て
い
た
だ
く
際
は
、
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①�

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月

分
か
ら
で
す
。

②�

付
加
保
険
料
の
納
期
限
は
、
翌
月
末
日
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③�

納
期
限
を
経
過
し
た
場
合
で
も
、
期
限
か

ら
２
年
間
は
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

④�
付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望
し
な
い
場
合

は
付
加
保
険
料
納
付
辞
退
申
出
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

⑤�

国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
、
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑥�

月
末
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末

年
始
の
納
期
限
は
、
翌
月
最
初
の
金
融
機

関
な
ど
の
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
町
住
民

生
活
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

●
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
」
▼

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
見
直
し
に
つ
い
て

区分ごとの自己負担限度額（月額）および年間上限額
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お
知
ら
せ

狩
猟
免
許
取
得
経
費
等
を

町

が

補

助

し

ま

す

　
町
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
必
要
な
第
一
種
猟
銃

免
許
ま
た
は
わ
な
猟
免
許
の
取
得
に
要
す

る
経
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
補
助
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
町
農
政
課

へ
申
請
書
類
一
式
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
者

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
本
人
お
よ
び
世

帯
員
に
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

・
免
許
取
得
後
、
県
猟
友
会
甲
佐
支
部
に

入
会
し
、
町
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
の
駆
除
活

動
に
参
加
で
き
る
人
、
ま
た
は
自
衛
の
為

に
駆
除
を
行
う
人
。

▼
補
助
金
の
限
度
額

・
第
一
種
銃
猟
免
許
取
得
に
か
か
る
経
費

　
10
万
円

・
わ
な
猟
免
許
取
得
に
か
か
る
経
費

　
３
万
円

※
自
衛
の
場
合
は
、
上
記
金
額
の
半
額

▼
申
請
の
方
法

　
次
の
書
類
を
、
町
農
政
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
取
得
し
た
狩
猟
免
許
状
の
写
し

・
交
付
申
請
書
（
兼
実
績
報
告
書
）

・
町
税
等
関
係
書
類
の
閲
覧
に
関
す
る
同

意
書

・
誓
約
書

　
詳
し
く
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
政
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

み
ん
な
で
節
水
を
心
が
け
熊
本
の

天
然
地
下
水
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
熊
本
県
の
水
道
使
用
量
は
、
１
人
１
日

当
た
り
３
２
４
㍑
（
令
和
５
年
度
平
均
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
平
均
と

同
じ
程
度
で
す
が
、
他
県
と
比
較
す
る
と
、

福
岡
県
の
２
７
９
㍑
や
佐
賀
県
の
３
０
４

㍑
よ
り
も
多
く
水
を
使
っ
て
お
り
、
ま
だ

ま
だ
節
水
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
水
に
恵
ま
れ
た
熊
本
に
暮
ら
し
て
い
る

と
、
水
の
あ
り
が
た
さ
を
つ
い
忘
れ
が
ち

で
す
が
、
近
年
、
半
導
体
関
連
企
業
の
集

積
や
住
宅
等
の
開
発
に
伴
う
雨
水
等
の
地

中
へ
の
浸
透
面
積
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

地
下
水
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
も

豊
か
な
水
の
恩
恵
を
受
け
続
け
る
た
め
に

は
、
水
を
大
切
に
使
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
、

節
水
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
の
種
類

・
甲
種

・
乙
種
（
第
１
類
〜
第
６
類
）

・
丙
種

▼
試
験
日

　
11
月
１
日
（
日
）

▼
試
験
地

　
熊
本
市
、
八
代
市
、
天
草
市
、
玉
名
市

▼
申
請
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
９
月
８
日
（
火
）
〜
15
日
（
火
）

※
郵
送
は
、
９
月
15
日
の
消
印
ま
で
有
効

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

・
電
子
申
請

　
９
月
８
日
（
火
）
〜
15
日
（
火
）

　

受
験
願
書
お
よ
び
試
験
内
容
等
は
、

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
県
支

部
、
熊
本
市
消
防
局
、
県
内
の
各
消
防
本

部
お
よ
び
県
消
防
保
安
課
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（( 社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）
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くらしの情報

町税などの滞納処分（６月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 14件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 347,350円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
６月 年累計

人 身 事 故 １ ４

物 損 事 故 20 103

盗 難 な ど １ ５

６月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別
発生件数

７月 年累計

家 屋 ０ １

原 野 ０ ３

そ の 他 0 ３

合 計 件 数 ０ ７
７月15日現在

fire prevention

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 （
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

　
本
県
支
部

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

募
集

会
計
年
度
任
用
職
員（
学
校
主
事
）

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
（
学
校
主
事
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
人
数

　
学
校
主
事
（
甲
佐
小
学
校
）
１
名

▼
勤
務
日
数

　
月
16
日

▼
任
用
期
間

　
任
用
開
始
の
日
～
令
和
９
年
３
月
31
日

▼
主
な
業
務
内
容

　
学
校
の
環
境
の
整
備
、
給
食
に
関
す
る

業
務
、
町
の
車
両
を
用
い
た
旧
宮
内
地
区

児
童
の
送
迎
（
登
下
校
）、
そ
の
他
の
用

務▼
受
付
期
間

　
令
和
９
年
１
月
29
日
（
金
）
ま
で

※�

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
募
集
要
項
等
の
詳
細
は
、
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
０
２

甲佐町情報公開条例の運用状況（令和７年度）
　甲佐町情報公開条例（平成13年甲佐町条例第20号）第26条の規定により、令和７年度の情報公開制
度の運用状況を次のとおり公表します。

区　分

実施
機関名

公文書の開示 審査請求

請求
件数

処理状況 請求
件数

処理状況
開示 部分開示 不開示 その他 開示 部分開示 不開示 その他

町長 24 18 ４ ０ ２ 2 ０ 1 ０ 1

議会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

教育委員会 2 2 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

選挙管理
委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

監査委員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

農業委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

固定資産評価
審査委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合計 26 20 4 ０ 2 2 ０ 1 ０ 1

【お問い合わせ先】町総務課　☎096-234-1140
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住
宅
に
お
け
る
電
気
火
災
に
注
意

　
近
年
、
上
益
城
消
防
本
部
管
轄
に
お
け

る
住
宅
火
災
の
原
因
と
し
て
「
電
気
火

災
」
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
電
気
は
生
活

す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
常

に
火
災
の
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
適
切
な
使
用
と
維
持
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

①
コ
ン
セ
ン
ト
や
プ
ラ
グ
の
安
全
確
認

・
た
こ
足
配
線
を
し
な
い

・
コ
ー
ド
を
引
っ
張
っ
て
抜
か
な
い

・
プ
ラ
グ
は
し
っ
か
り
差
し
込
む

・
電
気
コ
ー
ド
の
上
に
物
を
置
か
な
い

・
見
え
に
く
い
コ
ン
セ
ン
ト
も
掃
除
す
る

・�

コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
や
強
く
折
り
曲

げ
て
使
わ
な
い

②
電
気
製
品
の
安
全
確
認

・
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
乾
か

し
た
り
、
付
け
た
ま
ま
就
寝
し
な
い

・
電
子
レ
ン
ジ
で
食
品
を
加
熱
し
す
ぎ
た

り
し
な
い
。
油
汚
れ
は
掃
除
す
る

・
電
気
こ
た
つ
の
中
に
洗
濯
物
な
ど
燃
え

る
も
の
を
入
れ
な
い
。

③
火
災
に
備
え
て

・
火
災
警
報
器
、
消
火
器
を
設
置
す
る

・
安
全
装
置
付
き
コ
ン
セ
ン
ト
等
を
使
う

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
益
城
消
防
本
部
予
防
指
導
課

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

く
ら
し
安
全

匿
名
・
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ

「
ト
ク
リ
ュ
ウ
」
に
要
注
意
！

　

ニ
ュ
ー
ス
で
目
に
す
る
こ
と
が
多
い

「
ト
ク
リ
ュ
ウ
」
に
よ
る
犯
罪
の
特
徴
は
、

中
核
人
物
の
匿
名
化
と
犯
罪
実
行
者
の
流

動
化
に
あ
る
た
め
、
そ
の
犯
罪
は
「
電
話

で
『
お
金
』
詐
欺
」、
強
盗
・
窃
盗
、
オ

ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

▼
関
わ
ら
な
い
た
め
の
４
つ
の
行
動

①
個
人
情
報
・
身
分
証
を
絶
対
に
渡
さ
な

い②
闇
バ
イ
ト
に
絶
対
に
応
募
し
な
い

③
怪
し
い
連
絡
元
に
は
反
応
し
な
い

④
不
審
な
「
儲
け
話
」
に
乗
ら
な
い

▼�

侵
入
犯
罪
に
強
い
住
ま
い
づ
く
り
の

た
め
の
防
犯
対
策

①�

就
寝
時
だ
け
で
は
な
く
、
在
宅
時
で
も

自
宅
の
戸
締
り
を
徹
底
す
る

②�

補
助
錠
の
取
り
付
け
や
防
犯
フ
ィ
ル
ム

な
ど
窓
ガ
ラ
ス
の
性
能
を
強
化
す
る

③
日
頃
か
ら
建
物
周
囲
を
整
理
整
頓
し
、

侵
入
さ
れ
に
く
い
環
境
を
整
え
て
お
く

　
不
審
な
人
物
や
車
を
見
か
け
た
場
合
は
、

１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
！

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

農業者年金に加入しませんか

●�農業者年金制度とは
　老後を安心して暮らすためには、若いうちからの備えが必要であり、年金への加入が欠かせません。農
業者年金は、農業に従事する方がご加入いただける年金制度です。
　自ら積み立てた保険料とその運用益により将来受け取る年金額が決まる「積立方式（確定拠出型）」の年
金で保険料は自由に選べ、いつでも見直しできます。また、支払った保険料は全額が社会保険料控除の対
象となります。農業者年金で老後の生活の安定を考えませんか。
●加入要件
　次の要件を満たせば、誰でも加入することができます。
・年齢要件　　　　20歳以上65歳未満
・国民年金の要件　国民年金の第1号被保険者（保険料納付免除者でないこと）
　　　　　　　　　60歳以上65歳未満で加入する場合には、国民年金の任意加入被保険者
・農業上の要件　　年間60日以上農業に従事する者
●保険料の国庫補助
　認定農業者で青色申告をしている方や、その方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など、一定
の要件を満たす方は、保険料の支援が受けられます。

▶お問い合わせ先
　町農政課　☎096-234-1176

●町公式ウェブサイト
　「農業者年金に加入しませんか」▶
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くらしの情報

募集項目 受付期間 試験期日 合格発表

一般曹候補生 ～９月１日（火） １次：９月16日（水）～19日（土）
２次：10月18日（日）～23日（金）

１次：10月７日（水）
最終：12月４日（金）

２等陸・海・空士
（任期制自衛官） ～９月１日（火） WEB試験：９月16日（水）～19日（土）

口述試験：９月29日（火）～10月４日（日） 11月18日（水）

航空学生 ～８月28日（金）
１次：①９月19日（土）・②９月26日（土）
２次：10月15日（木）～22日（木）
３次：海11月20日（金）～12月16日（水）
　　　空11月14日（土）～12月17日（木）

１次：10月９日（金）
２次：海11月12日（木）
　　　空11月５日（木）
最終：令和９年１月25日（月）

防衛医科大学校
（看護学科学生） ～10月２日（金） １次：10月17日（土）

２次：12月５日（土）・６日（日）
１次：11月12日（木）
最終：令和９年２月10日（水）

防衛医科大学校
（医学科学生） ～10月８日（木） １次：10月24日（土）

２次：12月16日（水）・18日（金）
１次：12月１日（火）
最終：令和９年１月29日（金）

防衛
大学校

一般 ～10月15日（木） １次：10月31日（土）
２次：11月27日（金）～12月２日（水）

１次：11月18日（水）
最終：12月25日（金）

推薦
９月５日（土）～
８日（火）

９月19日（土）・20日（日） 10月22日（木）

総合
選抜

１次：９月19日（土）
２次：10月24日（土）・25日（日）

１次：10月８日（木）
最終：11月18日（水）

医科・歯科幹部 10月22日（木）※ 11月13日（金） 12月17日（木）

キャリア採用幹部 10月９日（金）
陸：10月30日（金）
海：11月６日（金）・９日（月）
空：11月９日（月）

12月17日（木）

技術曹 10月９日（金）
陸：10月29日（木）・30日（金）
海：11月６日（金）・９日（月）
空：11月９日（月）

12月17日（木）

予備自衛官補 ～９月10日（木） ９月12日（土）～10月４日（日） 11月11日（水）

幹部候補生
（一般・専門陸） ９月１日（火）～

25日（金）※
１次：10月10日（土）
２次：11月21日（土）～25日（水）

１次：11月12日（木）
最終：陸海
　　　令和９年１月28日（木）
　　　空：12月25日（金）幹部候補曹

高等工科
学校生徒

推薦 10月１日（木）～
11月27日（金） 令和９年１月９日（土）～11日（月） 令和９年１月22日（金）

一般
10月１日（木）～
令和９年１月14
日（木）

１次：令和９年１月23日（土）・24日（日）
２次：令和９年２月11日（木）～14日（日）

１次：令和９年２月５日（金）
最終：令和９年２月26日（金）

※採用予定人員数の採用が見込まれる場合は、第2回以降の試験を実施しません。
▶お問い合わせ先　自衛隊熊本地方協力本部　宇城募集案内所　☎0964-23-2447

令和８年度各種自衛官募集のお知らせ

21 広報 こうさ 2026.8



［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

息
子
の
嫁

　
家
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光
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嫁
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嫁
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光
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聞
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嫁

　
手
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贈
り
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美
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子
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嫁

　
義
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よ
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子
の
嫁

　
い
つ
も
エ
プ
ロ
ン
手
離
さ
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北
川　
直
美

［
短
歌
］�

赤
星
延
子 

選

人
々
の
賑
あ
う
声
の
田
植
え
時

今
は
緑
の
背
比
べ
な
り�

緒
方　
明
美

「
売
家
」
の
貼
り
紙
の
あ
り
そ
の
家
の

一
人
暮
ら
し
主
を
思
う�

内
田
乃
武
子

満
月
の
美
し
き
夜
は
そ
れ
だ
け
で

得
し
た
気
分
小
さ
き
幸
福�

岡
部　
律
子

前
線
の
猛
烈
な
雨
降
り
し
き
る

早
く
避
難
を
と
呼
び
掛
け
る
テ
レ
ビ�

吉
永
由
紀
子

濁
り
水
流
れ
流
れ
る
そ
の
先
を

飽
か
ず
に
眺
む
水
の
泡
玉�

赤
星　
延
子

literary work
うたごよみ　～葉月～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
① タマネギ・ニンジン・ジャガイモは
１㌢角に、トマトは２㌢角に切ります。

② 鍋にサラダ油を入れ、中火で鶏ひき
肉・野菜の順で炒め、軽く塩こしょう
をし下味を付けておきます。

③ 肉に火が通り野菜がしんなりしたら、
水を加え煮立たせます。火を止め、カ
レールーを加えて蓋をして、３分ほど
待ちましょう。

④ ３分経ったら火を付け、ゆっくり混
ぜながら煮立たせたら出来上がりです。

暑い日におすすめ　トマトカレー

　真夏に冷たく冷やした真っ赤なトマトをひとかじりって、たまりませんよね。
栄養素の１つである「リコピン」は、強力な抗酸化作用やがんのリスクを低減
させるなどのたくさんの効果があり、その他にも腸内環境を整えて便通改善、
疲労回復・血圧低下などの効果も期待できるってご存じですか？
　たくさんの効果と栄養の宝庫と言われるトマト。ただし、食べ過ぎは体を冷
やしてしまうので、気を付けましょうね。

【材料】（３人分）
トマト  …………………… 大２個
タマネギ ……………………  １個
ジャガイモ  …………………  １個
ニンジン  …………………  小１個
鶏ひき肉  …………………  200㌘
塩こしょう  …………………  適宜
市販のカレールー……２分の１箱
サラダ油  ………………  大さじ１
水  ………………………  １カップ

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひ と の 動 き
６月11日（木）～７月10日（金）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所
・北林　　司様　　宮崎県
・辛川　清治様　　静岡県
・若宮由布子様　　兵庫県
・浦辺　啓介様　　岩手県
・有働　功朗様　　東京都
・當城　佳昭様　　広島県
　　　　　　　　　ほか多数

■お問い合わせ先
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

　「広報こうさ」ア
　ンケート実施中！
　ご協力をお願いし
　ます▶

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名 年齢 世帯主
豊　内 伊豆野ミツ子 93 正　三
糸　田 緒方　順一 60 誠　也
下横田 西川　香苗 77 博
糸　田 井芹ミネ子 94 こずみ
安　平 木原　浩司 66 治　美
芝　原 河野　弘子 73 晃　之
上早川 坂上アイ子 101 アイ子
吉　田 石坂　　妙 78 富来 玲
早　川 岡部　千秀 89 泰　子
大　町 鍬田百合子 95 寿市郎
豊　内 伊藤　輝貴 99 秋　子
白　旗 金柿　洋子 89 親
下横田 松岡　　聰 82 チ　ホ
豊　内 嶋田　　稔 91 由美子
　　　　　　　　　　　　ほか１人　

　　今月の届出はありませんでした

　　今月の届出　２組

　
こ
の
度
の
地
震
で
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
10
年
前
の
熊
本
地
震
や
昨
年
の
豪

雨
災
害
を
乗
り
越
え
、
今
回
の
こ
の

地
震
。
災
害
対
応
な
ど
に
追
わ
れ
る

日
々
の
中
、
改
め
て
「
い
つ
も
の
毎

日
」
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
な
も
の
か
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
隣
近

所
で
片
付
け
を
手
伝
っ
た
り
、
避
難

所
で
励
ま
し
合
っ
た
り
す
る
住
民
の

皆
さ
ん
の
姿
に
、
甲
佐
町
の
温
か
さ

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
災
害
支
援
情
報
を
号
外
と
し
て
先

日
発
行
し
ま
し
た
が
、
町
広
報
紙
と

し
て
、
お
伝
え
す
べ
き
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
「
笑
顔
」
を
つ
く
る
広
報
紙
づ

く
り
が
で
き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
努

め
て
い
き
ま
す
。�

（
三
）
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ま
ち

と
人

の
想

い
が

交
わ

る
情

報
交

差
点

発
行

　
　

甲
佐

町
発

行
人

　
甲

佐
町

長
 甲

斐
高

士
編

集
　

　
企

画
課

TEL　
096-234-1111（

代
表

）
FAX　

096-234-3964
URL　

https://w
w

w.tow
n.kosa.lg.jp/

　
こ
の
た
び
の
令
和
8
年
熊
本
地

震
に
よ
り
、
本
町
で
も
お
一
人
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
心
よ
り
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

住
家
や
事
業
所
な
ど
に
大
き
な
被

害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
、
不
安
な

日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
す
べ
て

の
町
民
の
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
を
は

じ
め
、
地
域
の
皆
様
、
国
や
県
な

ど
の
各
種
関
係
機
関
、
全
国
か
ら

駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
多
く
の

支
援
の
輪
に
、
改
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
地
震
で
、
住
宅
等
へ
の

甚
大
な
被
害
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

断
絶
に
よ
り
生
活
が
一
変
し
、
い

ま
だ
に
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ
な

い
町
民
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
町
で

は
町
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
避
難
所

の
運
営
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
公
共

施
設
の
復
旧
、
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
の
生
活
支
援
な
ど
、
町
職
員
一

丸
と
な
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

声
に
耳
を
傾
け
、
必
要
な
支
援
を

確
実
に
届
け
る
と
と
も
に
、
ま
ず

は
一
日
で
も
早
い
復
旧
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
た
だ
、
復
旧
へ
の
道
の
り
は
決

し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
経
験
と
、
町
民

の
皆
様
の
強
い
絆
が
あ
れ
ば
、
必

ず
未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
連
日

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
体
調
管
理
に
ご
留
意
い
た
だ

き
、
こ
の
困
難
を
共
に
乗
り
越
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
町
民
の
皆
様
と
行
政
が
心
を
一

つ
に
し
、
ふ
る
さ
と
甲
佐
を
よ
り

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
と

し
て
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い

け
る
よ
う
、
私
も
先
頭
に
立
っ
て

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
８
年
熊
本
地
震
を
受
け

甲
斐
町
長
か
ら
町
民
の
皆
様
へ

町民の
皆様へ
町長からごあいさつ

▲国土交通省「TEC-FORCE」からの被害調査結果報告の様子

甲佐町長 甲斐 高士

▲政府現地非常災害対策本部の津島本部長に更なる支援を強く要望
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